
か
つ
て
は
生
活
道
路
だ
っ
た
間

口
五
・
四
㍍
、
奥
行
き
四
十
五
㍍

の
細
長
い
敷
地
に
建
つ
ス
タ
ジ
オ

・
シ
ン
フ
ォ
ニ
カ
。
京
都
の
町
屋

を
イ
メ
ー
ジ
に
自
身
で
設
計
し
、

実
際
に
住
ん
で
い
る
の
が
畠
中
秀

幸
さ
ん
で
す
。

家
一
軒
分
の
玄
関
前
ア
プ
ロ
ー

チ
が
続
く
こ
の
建
物
。
畠
中
さ
ん

は
「
途
上
の
家
」
と
名
付
け
ま
し

た
。
以
前
は
道
だ
っ
た
こ
と
を
意

識
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、

玄
関
か
ら
奥
に
あ
る
庭
ま
で
が
見

通
す
こ
と
が
で
き
、
天
井
に
も
採

光
用
の
窓
が
取
り
付
け
ら
れ
た
開

放
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
家
に
入
る
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
こ
の
車
が
家
の
中

を
通
り
抜
け
、
庭
に
置
か
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
月
一
回

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
る

な
ど
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
の
機
能
も

併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
木
造
の
建

物
に
柔
ら
か
な
音
色
が
響
き
、
心

地
よ
い
空
間
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

広
島
県
で
生
ま
れ
、
中
学
・
高

校
時
代
を
札
幌
で
過
ご
し
た
畠
中

さ
ん
。
高
校
の
修
学
旅
行
で
訪
れ

た
京
都
に
ひ
か
れ
、
京
都
の
大
学

に
進
学
し
、
町
屋
で
の
生
活
を
体

験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
建
物
と
庭
、

遠
く
の
山
を
借
景
と
し
た
、
広
が

り
を
も
っ
た
設
計
が
建
築
家
に
は

で
き
る
の
で
は
と
考
え
た
そ
う
で

す
。
札
幌
で
自
宅
を
構
え
る
と
き

に
、
敷
地
前
に
広
が
る
市
道
を
見

て
「
今
後
、
大
好
き
な
手
稲
山
を

遮
る
物
が
建
つ
こ
と
は
ま
ず
な

い
」
こ
の
土
地
と
畠
中
さ
ん
は
運

命
的
な
出
会
い
を
し
た
の
で
す
。

建
物
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
生
き
た
空
間
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
畠
中
さ
ん
。「
美
術

展
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、

地
域
の
人
た
ち
に
開
放
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
サ
ロ
ン
と

し
て
使
い
た
い
で
す
。
お
互
い
に

影
響
し
合
っ
て
自
然
発
生
的
に
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
た
ら
」
。
発
寒

で
「
何
か
が
起
こ
る
た
め
の
場
づ

く
り
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

区
民
の
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、皆
さ
ん
か
ら
の
ご
希
望
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ルn
ish
i@
c
ity
.sa
p
p
o
ro
.jp

で
西
区
総
務
企
画
課
広
聴
係（
上
欄
）へ
。

■編集

西区役所総務企画課広聴係 〒０６３―８６１２ 西区琴似２条７丁目１―１

TEL ６４１―２４００ 内線２２４～２２６ FAX ６４１―２４０５

◎西区広報番組「西区情報プラザ」FMラジオ三角山放送局７６．２MHz

毎週月曜日午前１１時～

◎西区ホームページ http : //www.c i ty . sappo ro . j p/n i s h i /

◎区民のページ ２００５・７

スタジオ・シンフォニカ設計者兼住人

人が集い、交わる、地域の寄り合い所でありたい

現在も週に１～２組の見学があり、この
２年間でイベントも含め1,000人以上の人
が建物を訪れました。音楽イベントでは、演
奏会後に演奏者と観客が交わる時間を設
けるなど、人と人の出会いの場となることも
意識されています。
小学生のときからフルートを習い、現在も

演奏活動を行っている畠中さんの音楽家と
しての活動拠点にもなっています。

■音楽スタジオ兼設計事務所兼自宅。ピアノを弾

きながら手稲山を眺めることができる。

発寒３条１丁目５－２１
TEL 667-8350 FAX 667-8351
ホームページ
http://www.sinfonica.co.jp/

はたけなか ひでゆき

畠中 秀幸さん(36)
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屯
田
兵
っ
て
？

北
海
道
の
開
拓
の
歴
史
は
、
屯

田
兵
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い

ほ
ど
、
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
な

り
、
政
府
は
北
海
道
の
開
拓
と
守

り
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
開
拓
使
と
い
う

役
所
を
札
幌
に
作
り
、
や
が
て
札

幌
の
近
く
に
屯
田
兵
を
置
く
こ
と

を
決
め
た
の
で
す
。

屯
田
兵
と
は
、
「
普
段
は
開
墾

や
農
作
業
を
し
、
必
要
な
と
き
は

兵
隊
に
な
っ
て
北
海
道
を
守
る
」

と
い
う
役
目
を
持
つ
、
い
わ
ば

「
農
民
で
も
あ
り
兵
で
も
あ
る
」

人
た
ち
で
す
。
で
す
か
ら
彼
ら
の

生
活
で
は
、
開
墾
や
農
作
業
と
と

も
に
軍
隊
と
し
て
の
厳
し
い
訓
練

も
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
実
際

に
、
武
器
を
持
っ
て
戦
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
し
、
当
時
は
北
海

道
や
サ
ハ
リ
ン
（
樺
太
）
な
ど
に

つ
い
て
、
外
国
と
の
間
に
緊
張
し

た
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

昔
の
琴
似
は
？

今
で
は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
が
、

屯
田
兵
村
が
置
か
れ
た
琴
似
一
帯

は
、
ま
さ
に
原
始
林
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
人
が
足
を
踏
み
入
れ
た
こ

と
の
な
い
密
林
の
よ
う
な
土
地
を

畑
や
田
に
変
え
よ
う
と
い
う
の
で

す
か
ら
、
夢
の
よ
う
な
話
だ
っ
た

の
で
す
。

し
か
し
、
屯
田
兵
を
は
じ
め
開

拓
者
た
ち
の
血
と
汗
と
、
「
こ
の

地
を
第
二
の
故
郷
に
」
と
い
う
心

が
今
日
の
発
展
の
基
礎
に
な
っ
た

の
で
す
。
当
時
開
拓
を
目
指
し
た

土
地
は
、
現
在
の
地
下
鉄
東
西
線

・
琴
似
駅
が
ほ
ぼ
そ
の
中
心
で
、

こ
れ
を
と
り
ま
く
琴
似
、
二
十
四

軒
、
山
の
手
、
八
軒
、
発
寒
一
帯

で
し
た
。
そ
の
中
に
、
今
の
旧
国

道
五
号
か
ら
北
東
の
方
向
に
太
い

中
心
道
路
（
当
時
の
幅
約
十
八

�
）
を
作
り
、
こ
れ
が
現
在
の
琴

似
本
通
と
な
り
ま
し
た
。
計
画
的

な
街
並
み
が
、
既
に
考
え
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
す
。

明治８年（１８７５年）、北海道で初めての屯田兵が琴似に入植してから、今年で
ちょうど１３０周年を迎えました。また、平成１６年（２００４年）１１月、琴似をはじ
めとする道内の「屯田兵村と兵屋」が、次の世代へ引き継ぐべき北海道民全体
の宝物として北海道遺産に選定されました。
そこで、この地にゆかりのある人々や各種団体と札幌市の協働によって、歴史
を市民に伝え、愛着や連帯感を高め、地域のまちづくりと文化の継承につなげ
るとともに、未来をつくり上げていくために、「かがやけコトニ～屯田兵の里
まつり」として、さまざまなイベントを開催します。
私たちが住む街の歴史を楽しみながら学んでみませんか。

開催期間８月27日(土)～９月４日(日)

▲正装の屯田兵

◎かがやけコトニ実行委員会に
参加している団体

・赤い実企画／レッドベリースタジオ
・ＮＰＯ法人 コンカリーニョ
・ＮＰＯ 札幌郷土文化推進センター
・㈱らむれす 三角山放送局
・琴似十字街商店組合
・琴似商店街振興組合
・琴似地下鉄駅前商店街組合
・琴似屯田子孫会
・琴似連合町内会
・札幌市西区役所
・札幌市立琴似小学校
・札幌市立二十四軒小学校
・二十四軒東連合町内会
・二十四軒連合町内会
・日本郵政公社札幌西郵便局
・日本郵政公社特定郵便局業務推進
連絡会琴似部会
・八軒連合町内会
・北海道旅客鉄道㈱ 琴似駅
（五十音順）

特 集
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琴似屯田兵村兵屋跡（国指定史跡）

琴似屯田歴史館資料室琴似屯田兵屋（道指定有形文化財）

８／２７
（土）

～
９／４
（日）

ウェルカム・
フラッグ掲出

８／２７
（土）

１１：００～ 屯田兵パレード

８／２７
（土）

１２：００～１６：００
琴似商店街

感謝祭

８／２９
（月）

みんなでボランティア清掃

グランドオープニング・パ
レード出発式（１０：３０～）

里の歩みそして夢《歴史展
と講演》（１０：００～２０：００）

八軒の歴史パネル展
（９：００～２１：００）

デ ジ ャ ズ イン

コトニ de JAZZ in 浄恩寺
（１８：００～）

まちの歴史を語ろう「夜な
べ談義」

わ た り

八軒物語２「亘理渡来記
すえ語り」（演劇）

８／２７
（土）

８／２７
（土）

～
９／４
（日）

８／２７
（土）

～
９／４
（日）

８／２７
（土）

８／２８
（日）

～
３０
（火）

９／１
（木）

～
２
（金）

屯 田 の 森
（琴似２－７）

西区民センター
（琴似２－７）

八 軒 会 館
（八軒１西１）

浄 恩 寺
（琴似３－６）

レッドベリースタジオ
（八軒２西１）

ターミナルプラザことに
パトス（琴似１－４）

７／２２（金）

・カルチャーナイト２００５・琴似屯田歴

史館資料室夜間特別開放（～２２時）

７／２７（水），８／９（火）

・文化財施設見学バス

７／２６（火）～９／４（日）

・屯田兵関連文化財スタンプラリー

８／８（月）～１２（金）

・札幌市役所１階ロビーにて、文

化財紹介パネル展と「かがやけ

コトニ」ＰＲ展を開催

８／２７（土）～９／４（日）

・フォトコンテストと作品展示

学校でも（琴似、二十四軒小学校）

・フェスティバルポスター作成

・壁新聞作成

・とんでんテーリング実施

・「屯田音頭」継承など

このほかに

かがやけコトニ実行委員会事務局（西区役所総務企画課内）℡６４１－２４００ 内線３３７

【ご協力をお願いします】
屯田兵パレードの実施に伴い、琴似

本通周辺は混雑が予想されますので、
う

迂回にご協力ください。また交通誘

導員の指示に従ってください。

かがやけコトニ・イベントマップ
５

主なイベント

３

屯田兵パレード
①屯田の森 → ③八軒会館
をパレードします。
お楽しみに。

◎特集

６

２

１

詳細

４

１

２

３

４

５

６

琴似本通での
イベント
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歴史展「里の歩みそして夢」制作者の思い

◎特集

琴似屯田子孫会は、入植１００周年のとき、屯田兵の

功績を後世に伝え残すため結成されました。時代とと

もに会員の高齢化も進み、会員数も減少していますが、

次の世代に伝えるためには、若い方にもぜひ入会して

いただきたいと思っています。

屯田兵について、あまり知られていないことですが、

琴似と山鼻の屯田兵は、他の道内の屯田兵とは少し違

いがあるんです。それは、明治維新の戊辰戦争に関わ

っていた東北出身者が多いことです。彼らは、戊辰戦

争に敗戦後、食べ物も十分にない中で、家族を養って

いかなければならず、必死の思いで北海道へやって来

ました。物質的には恵まれませんでしたが、心豊かな

人々が一団となって苦難を乗り切り、今日の繁栄が実

現したのです。いろいろな催しが行われますが、中で

もぜひ見てほしいのが「歴史展」です。

この街の発展は、基礎を築いた屯田兵の方と現在の

住民に至るまで、その後を継いで支えてきた人たちの

努力によるものです。今回の歴史展では、その人たち

の功績、ふるさとへの思い、地域に対する愛着などを

表現したいと考えています。また、未来につなげると

いう意味で、小学生の作品の展示も考えています。こ

こで育った子どもたちが、将来ほかの場所で活躍する

ことになっても、「自分のふるさとはここだ」という

思いをどこかに残すような地域づくりをしたいという

考えがあります。逆によそで育った人が、この街に来

て、たとえ１年でも生活した時間というものは、その

人にとって大事な思い出ではないでしょうか。

２０年後の１５０周年のときには、今の小学生も社会を

支える立派な大人になっています。その人たちに恥ず

かしくないものを作りたいですね。

今年は屯田兵が琴似に入植してから130年目の年で
すが、過去にも50年目、100年目のときに記念行事が
行われています。ただ、今回の記念行事の特徴は、地
域が主体となって企画されたことです。過去の２回は
いずれも行政が主導で行われましたので、地域主体で
行われるのは、これが初めてではないでしょうか。
今回は屯田兵入村130年そして北海道遺産選定とい
うテーマがありますが、実際に琴似を切り開いたのは、
屯田兵だけではなく、それ以外の多くの一般の人々が
いたことを忘れてはならないと思います。そのような
意味で、可能な限り屯田兵以外の一般の人がこの地に
尽くした貢献を残していきたいですね。カナの「コト
ニ」を使っているのは旧琴似町を意識しているためで
す。歴史展の資料も、できるだけ多く集めて、20年
後の150年目の記念行事につなげていきたいと思いま
す。

自分の住んでいる地域が、昔どんな所だったのか知

りたいという人が、意外と多いのではないでしょうか。

私は、その地域が今あるのは、先人が築いてくれた財

産のおかげであり、それを次の世代に伝えていきたい

と考えています。だから、この地域の歩みをそこに住

んでいる人たちには分かってほしいと思っています。

こういうことは、思い立ったときにすぐやらなければ、

だんだん消えてなくなってしまうのです。

今回はそれに加えて１３０年という歴史の中で、普段

忘れてしまっている昔の出来事を小話のようにしまし

た。見る人が昔を懐かしみ、それを子どもたちに伝え

る、そんな歴史展ができればいいと思っています。そ

して、これを機会に住んでいる人が琴似をこよなく愛

してくれればいいと考えています。

かがやけコトニ実行委員会

委員長

うえ だ かず お

上田 一男さん（79歳）

かがやけコトニ実行委員会

副委員長

琴似屯田子孫会会長

にいくに たつ お

新國 辰男さん（７９歳）

かがやけコトニ実行委員会

歴史展担当

わたなべ しげる

渡邊 滋さん（75歳）

かがやけコトニ実行委員会

歴史展担当

ながみね たかし

永峰 貴さん（６２歳）
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６月４日、琴似発寒川とその支流左股川の５
会場で、ヤマメの稚魚の放流を行いました。
「西野ふれあい広場」会場では、地元の親子
連れなど約500人が集まり、稚魚を放流しまし
た。5月21日には、地
域住民が琴似発寒川の
一斉清掃を行っており、
稚魚は、きれいな川で
気持ち良さそうに泳い
でいました。

広 告 欄

区
内
で
行
わ
れ
た

行
事
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

▲一斉清掃の様子

元気に川に戻ってきてね

５月18日に、琴似栄町通（琴似本通）の路
上駐輪場跡で、フラワーポットの花植えと設置
を行いました。
地元の住民が、フラワーポットにペチュニア
などの花苗490株を植え、歩道にきれいに並べ
ました。フラワーポットの設置で、路上駐輪の
減少と、街並みの美化の効果が期待されます。

６月17日、西区民センターで区内に住む65
歳以上の高齢者を対象とした西区ときわ大学の
入学式が行われました。
大学には50人が参加し、９月の卒業式まで、

新しく知り合った仲間たちとさまざまな講座を
受講します。

６月19日、第16回西区民パークゴルフ大会
が開催されました。
今年は１７４人の愛好者が参加し、互いに親ぼ

くを深めながら、日ごろの練習の成果を発揮し、
真剣に競技に取り組んでいました。

フラワーポットで一石二鳥！

生涯学び、輝き続けます

新緑の中で楽しむパークゴルフ

2005―�―広報さっぽろ5西区



雨天時会場

雨天中止

西小学校体育館
（発寒７―１３）

八軒西小学校体育館
（八軒３西５）

時間はいずれも午前１０時～１１時３０分

会 場

西野グリーン公園
（西野３―３）

発寒西公園
（発寒８―１３）

八軒西小学校グラウンド
（八軒３西５）

月 日

７月２７日
（水）

７月２８日
（木）

７月２９日
（金）

■サマーカーニバル

か
が
や
け
コ
ト
ニ

関
連
行
事
の
お
知
ら
せ

「
か
が
や
け
コ
ト
ニ
」
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
次
の
２
つ
の
行
事

を
開
催
し
ま
す
。

▽
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

開
拓
時
代
の
歴
史
的
な
建
物
な

ど
を
巡
る
ラ
リ
ー
で
す
。

実
施
期
間

７
月
２６
日（
火
）〜
９

月
４
日（
日
）。

対
象
・
費
用

小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。
無
料
。

実
施
方
法

西
区
役
所
広
聴
係
な

ど
、
左
㌻
表
①
②
の
窓
口
で
ス
タ

ン
プ
帳
を
配
布
し
ま
す
。
ス
タ
ン

プ
帳
に
記
載
の
２
コ
ー
ス
（
詳
細

は
ス
タ
ン
プ
帳
参
照
）
の
う
ち
１

つ
を
完
走
し
た
方
に
記
念
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

記
念
品
受
け
渡
し

８
月
２７
日

（
土
）〜
９
月
４
日（
日
）に
西
区
民

セ
ン
タ
ー
（
琴
似
２
―

７
）
３
階

「
琴
似
の
歴
史
展
」
会
場
。

▽
文
化
財
施
設
市
民
見
学
会

屯
田
兵
子
孫
の
ガ
イ
ド
で
文
化

財
施
設
な
ど
を
旅
し
ま
す
。

①
日
程

７
月
２７
日（
水
）。

行
先

琴
似
屯
田
兵
村
兵
屋
跡

〜
旧
永
山
武
四
郎
邸
〜
屯
田
郷

土
資
料
館
〜
新
琴
似
屯
田
兵
中

隊
本
部
。

②
日
程

８
月
９
日（
火
）。

行
先

琴
似
屯
田
兵
村
兵
屋
跡

〜
北
海
道
開
拓
の
村
〜
札
幌
市

写
真
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。

時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
。

集
合
・
解
散
場
所

琴
似
屯
田
兵

村
兵
屋
跡
（
琴
似
２
―

５
）。

費
用

①
は
無
料
。
②
は
入
場
料

大
人
６８０
円
、
高
校
生
・
大
学
生
５５０

円
（
６５
歳
以
上
お
よ
び
中
学
生
以

下
無
料
）。
※
昼
食
持
参
、
有
料

施
設
の
利
用
料
な
ど
は
各
自
負
担
。

対
象

西
区
在
住
の
方
。

定
員

５０
人
。

応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
（
３
人
以
内
、
３
歳
以
上

は
１
人
と
す
る
）
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
送
付

（
複
数
希
望
の
場
合
は
希
望
日
ご

と
に
）。
７
月
１９
日（
火
）必
着
。

多
数
時
抽
選
。
重
複
し
て
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
無
効
。

西
区
総
務
企
画
課
広

聴
係
（
〒
０６３
―

８６１２
琴
似
２
―

７
）
℡

（
６４１
）２
４
０
０
内
線
２２６

山
の
手
図
書
館
か
ら

①
子
ど
も
映
画
会

日
時
・
内
容

７
月
２１
日（
木
）午

後
３
時
３０
分
〜
４
時＝

「
オ
ズ
の

魔
法
使
い
」
ほ
か

、
８
月
４
日（
木
）

午
後
２
時
〜
３
時＝

「
フ
ラ
ン
ダ

ー
ス
の
犬
」
ほ
か

。

②
た
の
し
い
お
話
し
会

日
時
・
内
容

７
月
１９
日（
火
）午

後
３
時
〜
３
時
３０
分＝

「
ひ
な
ど

り
と
ネ
コ
」
ほ
か

。

③
七
夕
祭
り

日
時
・
内
容

８
月
２
日（
火
）午

後
３
時
〜
３
時
３０
分＝

「
た
ん
ざ

く
つ
く
り
」
ほ
か

。

④
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

日
時

７
月
１２
日（
火
）、
７
月
２６

日（
火
）、
８
月
９
日（
火
）。
い
ず

れ
も
午
後
３
時
〜
３
時
３０
分
。

山
の
手
図
書
館
（
山
の
手
４

―

２
）
℡（
６４４
）６
８
２
２

映
画
鑑
賞
会

上
映
内
容

競
争
馬
を
目
指
す
小

さ
な
シ
マ
ウ
マ
と
そ
の
仲
間
た
ち

の
お
話
で
す
。

日
時

８
月
５
日（
金
）午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
１５
分
。
開
場
は
３０
分

前
か
ら
。

会
場

西
区
民
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

２
―

７
）。

費
用
・
申
込

無
料
。
不
要
。

西
区
民
セ
ン
タ
ー
℡（
６４１
）４

７
９
１

西
消
防
署
か
ら

▽
消
防
署
一
日
公
開

内
容

消
防
・
救
助
・
救
急
隊
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
住
宅
用
防
災
機

器
の
展
示
、
は
し
ご
車
の
体
験
搭

乗
な
ど
。

日
時
・
会
場

７
月
２７
日（
水
）午

前
１０
時
〜
午
後
１
時
。
西
消
防
署

（
発
寒
１０
―

４
）。

そ
の
他

は
し
ご
車
の
体
験
搭
乗

券
は
午
前
９
時
４５
分
か
ら
配
布

（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。
駐
車

場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
放
火
・
火
遊
び
な
ど
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

○
放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
車
庫
や
物
置
に
は
必
ず
鍵

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
建
物

の
周
囲
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、

子
供
の
手
の
届
く
所
に
は
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
は
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で
は
遊
ば

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

西
消
防
署
予
防
課
℡（
６６７
）２

１
０
０

地
域
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
交
流

「
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」

内
容

水
遊
び
・
お
祭
り
ご
っ
こ

・
ゲ
ー
ム
な
ど
。

日
時
・
会
場

左
表
の
通
り
。

対
象

西
区
ま
た
は
近
隣
に
在
住

の
方
（
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴
で
、
小
学
生
は
保
護
者

の
同
意
を
得
て
参
加
く
だ
さ
い
）。

費
用
・
申
込

無
料
。
不
要
。

持
ち
物

飲
み
物
、
敷
物
、
着
替

え
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど
。

西
区
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
課
子
育
て
支
援
担
当
℡（
６４１
）

２
４
０
０
内
線
４８４

７月１１日からの内容です

人 口 ２０６，４２７ 人 男 ９６，９７７ 人

（前月比＋１８５） 女 １０９，４５０ 人

世帯数 ９２，０３７ 世帯（前月比＋１９２）

（平成１７年６月１日現在）
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③地区健康相談

会 場

発寒西会館（発寒６－１２）

西野福祉会館（西野３－２）

宮の沢中央会館（宮の沢１－５）

昭和会館（西野６－３）

ラポール二十四軒集会所（二十四軒１－５）

八軒北小学校（八軒８西６）

時 間

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

月 日

７月１９日（火）

７月２７日（水）

８月６日（土）

８月８日（月）

第
７
回
西
区
ふ
れ
あ
い
テ
ー

リ
ン
グ「
ク
イ
ズ
西
遊
記
」

実
施
期
間

８
月
１
日（
月
）〜
１０

月
３１
日（
月
）。

対
象
・
費
用

小
学
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。
無
料
。

実
施
方
法

左
表
①
②
の
窓
口
で

問
題
・
解
答
用
ノ
ー
ト
を
配
布
し

ま
す
。
答
え
を
解
答
用
ノ
ー
ト
に

記
入
し
て
左
表
①
の
取
次
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
終
了
し
た

方
に
は
す
て
き
な
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。

交
通
機
関

自
家
用
車
で
は
な
く

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。
バ
ス
や
地
下
鉄
、
自

転
車
や
徒
歩
で
じ
っ
く
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
機
関
ご
利
用
の
際
は
、

共
通
ワ
ン
デ
ー
カ
ー
ド
が
お
得
で

す
。
大
人
千
円
・
子
ど
も
５００
円
で

市
内
な
ら
地
下
鉄
と
バ
ス
が
一
日

乗
り
放
題
で
す
。

西
区
総
務
企
画
課
広
聴
係
℡

（
６４１
）２
４
０
０
内
線
２２５

西
区
少
年
育
成
指
導
室

か
ら

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
を
〜

西
区
少
年
育
成
指
導
室
で
は
不

登
校
や
非
行
、
思
春
期
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど
、
少
年
の

日
常
の
悩
み
に
つ
い
て
、
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

学
校
が
夏
休
み
の
期
間
中
は
、

そ
の
開
放
感
か
ら
少
年
が
非
行
に

走
る
恐
れ
が
増
大
す
る
時
期
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
少
年
の
行
動
（
言
動

や
服
装
、
交
友
関
係
、
帰
宅
時
間

が
遅
い
な
ど
）
に
つ
い
て
心
配
や

お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日
の
午
後
１
時
〜

３
時
。西

区
少
年
育
成
指
導
室
（
琴

似
２
―

７
西
区
民
セ
ン
タ
ー
１

階
）
℡（
６４１
）２
４
０
０
内
線
５１１
、

西
区
地
域
振
興
課
地
域
活
動
係
℡

（
６４１
）２
４
０
０
内
線
２３８

西
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

▽
地
区
健
康
相
談

内
容
・
対
象

血
圧
測
定
・
血
液

検
査
（
す
こ
や
か
健
診
受
診
者
を

除
く
４０
歳
以
上
の
方
）、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
等
検
査
（
４０
歳
、
４５

歳
、
５０
歳
、
５５
歳
、
６０
歳
、
６５
歳
、

７０
歳
で
希
望
す
る
方
）、
心
電
図

（
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
）、

胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影
（
す
こ
や
か

健
診
受
診
者
を
除
く
４０
歳
以
上
の

方
）。

日
程

左
下
表
③
の
通
り
。

費
用

心
電
図
は
千
２００
円
、
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
等
検
査
１００
〜
４００
円
。

そ
れ
以
外
は
無
料
。

申
込

不
要
。

西
保
健
セ
ン
タ
ー
℡（
６２１
）４

２
４
１

▽
西
野
地
区
健
康
講
座

内
容

栄
養
士
の
講
話
「
心
を
豊

か
に
す
る
食
生
活
」
お
よ
び
西
区

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
に
よ

る
試
食
の
提
供
。

日
時
・
会
場

７
月
１５
日（
金
）午

前
１０
時
〜
正
午
。
昭
和
会
館
（
西

野
６
―

３
）。

対
象

西
野
、
福
井
、
平
和
、
小

別
沢
周
辺
に
在
住
の
方
。

費
用
・
申
込

無
料
。
不
要
。

西
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

℡（
６６３
）０
３
６
０
、
西
野
連
合

や
ま

だ

町
内
会
衛
生
部
副
部
長
山
田
さ
ん

宅
℡（
６６４
）４
９
３
１
、
昭
和
連

か
つ
ら
し
た

合
町
内
会
衛
生
部
長
桂
下
さ
ん

宅
℡（
６６６
）５
４
３
０

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

説
明
会

日
時

８
月
２
日（
火
）午
後
６
時

〜
７
時
。

会
場

西
区
民
セ
ン
タ
ー
（
琴
似

２
―

７
）。

対
象

西
区
在
住
の
方
。

費
用
・
申
込

無
料
。
不
要
。

危
機
管
理
対
策
課
℡（
２１５
）２

０
９
０
、
西
区
総
務
企
画
課
交
通

防
災
・
施
設
担
当
℡（
６４１
）２
４
０

０
内
線
２２０

受付時間

午前８時４５分～

午後５時１５分

（平日のみ）

午前９時～

午後９時

（土日祝日も可）

住 所

琴似２－７

琴似２－７

西野４－２

発寒１０－４

取次窓口

西区役所総務企画課

広聴係

西区民センター

西野地区センター

はっさむ地区センター

受付時間

午前８時４５分～

午後５時１５分

（平日のみ）

住 所

発寒１２－４

発寒５－３

西町北６

西野６－３

八軒１西１

八軒６西２

山の手３－７

配布窓口

発寒北まちづくりセンター

発寒まちづくりセンター

西町まちづくりセンター

西野まちづくりセンター

八軒まちづくりセンター

八軒中央まちづくりセンター

山の手まちづくりセンター

①クイズ西遊記取次窓口

②クイズ西遊記問題・解答ノート配布窓口

◎クイズ西遊記って何？

西区には、意外に知られていない魅力的

な場所がたくさんあるのをご存じですか？

「クイズ西遊記」はクイズを解きながら西

区内の見どころを巡り歩くことができます。

今年で第７回を迎え、去年とは違った趣向

を凝らしたコースを予定しています。時間

を気にせずゆっくりのんびり、親子で友達

同士で参加してみませんか？きっとあなた

の知らない西区が見えてくるはずです。

西区からのお知らせ
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は
っ
さ
む
地
区
セ
ン
タ
ー

講
座

▽
ペ
ン
習
字
入
門

日
時

８
月
２３
日
〜
９
月
２７
日
の

火
曜
日
。
午
前
１０
時
〜
正
午
。
全

６
回
。

定
員
・
費
用

１６
人
。
４
千
２００
円
。

申
込

７
月
２６
日（
火
）〜
２９
日

（
金
）の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

電
話
で
。
先
着
順
。

は
っ
さ
む
地
区
セ
ン

タ
ー
℡（
６６２
）８
４
１
１

西
区
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

内
容

左
表
の
通
り
。

申
込

７
月
１９
日（
火
）〜
２１
日

（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時
に
直

接
来
館
す
る
か
電
話
で
。
定
員
を

超
え
た
場
合
は
、
７
月
２２
日（
金
）

に
抽
選
を
実
施
。
結
果
は
、
直
接

来
館
す
る
か
電
話
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

西
区
体
育
館
・
温
水

プ
ー
ル
（
発
寒
５
―

８
）
℡（
６６２
）

２
１
４
９

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、札
幌
市
は「
さ
っ

ぽ
ろ
エ
コ
ラ
イ
フ
１０
万
人
宣
言
」

の
受
け
付
け
を
今
年
２
月
１
日
よ

り
開
始
。市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
宣

言
を
募
り
、
環
境
行
動
の
気
運
が

高
ま
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
札
幌
市
で
進
め

て
い
る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

さ
っ
ぽ
ろ
エ
コ
ラ
イ
フ

１０
万
人
宣
言

市
内
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
、

そ
の
約
９
割
が
市
民
生
活
と
密
接

に
関
係
し
て
い
る
た
め
、
二
酸
化

炭
素
排
出
削
減
に
は
市
民
一
人
一

人
の
行
動
が
大
切
で
す
。「
エ
コ
ラ

イ
フ
１０
万
人
宣
言
」
で
は
、
市
民

に
、
自
分
が
で
き
る
「
環
境
に
優

し
い
行
動
」
の
実
践
に
つ
い
て
意

思
表
示
（
宣
言
）
し
て
も
ら
い
、

着
実
に
行
動
に
結
び
つ
け
る
こ
と

を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

宣
言
用
紙
は
一
般
市
民
向
け
の

ほ
か
「
子
ど
も
」「
企
業
」「
小
学

校
」「
団
体
」
を
対
象
と
し
た
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て

い
る
項
目
か
ら
自
分
が
で
き
る
行

動
を
選
び
、
環
境
局
に
宣
言
用
紙

を
送
る
と
、
宣
言
者
と
し
て
登
録

さ
れ
ま
す
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
宣
言
で
き
ま
す
）。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
宣
言
の
項
目
例

・
外
気
や
太
陽
光
を
室
温
調
整
に

う
ま
く
利
用
し
ま
す
。

・
使
い
捨
て
商
品
を
使
用
し
な
い

な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
努
め
ま
す
。

・
自
動
車
の
利
用
を
控
え
、
公
共

交
通
を
利
用
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
エ
コ
化

(

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
環
境
配
慮
）

夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
地
域
の
交
流
に
効
果
的
な
手

法
の
一
つ
で
す
。そ
の
一
方
で
、電

気
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
消
費
や
、
紙
や
木
材
な
ど
の

資
源
の
消
費
、
さ
ら
に
は
廃
棄
物

の
発
生
な
ど
環
境
へ
負
荷
を
掛
け

る
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
開

催
目
的
や
楽
し
さ
を
損
な
わ
な
い

範
囲
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
の
が
「
イ
ベ
ン

ト
を
エ
コ
化
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
す
。

■
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
項
目
例

・
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
必
要
配

布
数
を
具
体
的
に
計
算
し
ま
し
た
か
。

・
ご
み
箱
は
分
別
で
き
る
よ
う
に

準
備
し
ま
す
か
。

・
来
場
者
が
ど
う
や
っ
て
会
場
ま

で
来
る
か
考
え
ま
し
た
か
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
ご

み
の
始
末
に
配
慮
し
た
り
、
交
通

渋
滞
な
ど
を
引
き
起
こ
さ
な
い
会

場
を
設
定
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、
来
場
者
の
満
足
度
を
高
め
る

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
か
ら
も
一

層
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
環
境

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り

素
晴
ら
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
局
環
境
都
市
推
進
部
推

進
課
℡（
２１１
）２
８
７
７

【
環
境
局「
環
境
保
全
の
ペ
ー
ジ
」】

■
エ
コ
ラ
イ
フ
１０
万
人
宣
言

http
://w

w
w
.city

.sapporo
.jp
/

kankyo/ondanka/ecolifesengen/

■
イ
ベ
ン
ト
の
エ
コ
化

http
://w

w
w
.city

.sapporo
.jp
/

kankyo/ondanka/ecoevent/

受講料

６，１００円
（４，８００円）

７，４００円
（６，０００円）

７，４００円
（６，０００円）

９，１００円

１１，２００円

※ 定員に満たない場合は、中止することがあります。
※１ 受講料のほかに毎回施設利用料が必要。受講料の（ ）内は、高齢の方（６５歳以

上）及び身体に障がいのある方の料金。
※２ テニス初中級、中級は前回（平成１７年度第３期）未受講の方優先。

定員

３０人

各１０人

各１０人

１０人

期間・曜日・回数

８月１８日～９月２７日
（火）／（木）全１０回

８月３０日～１０月４日
（火）／（金）全１０回

８月３０日～１０月４日
（火）／（金）全１０回

８月９日～１１月２２日
（火）全１５回

８月１１日～１２月８日
（木）全１５回

８月１１日～１２月８日
（木）全１５回

時 間 帯

午前９時３０分
～１１時

午後０時４５分
～２時１５分

午後２時１５分
～３時４５分

午後３時～４時

午後４時
～５時３０分

講 習 名

中級

初中級

中級

新 体 操

新 体 操

卓 球

テニス

対象

一 般

幼 児
（５，６歳）

小１～

小４

▲環境局「環境保全のページ」
さっぽろエコライフ１０万人宣言のページ

エコライフ宣言・
イベントのエコ化
について

西区からのお知らせ

１４

■西区体育館スポーツ教室

※１

※２
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